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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字

経 験 業 務 １ ： 泥 炭 質 軟 弱 地 盤 に お け る 崩 壊 原 因 調 査  

１ ． 業 務 の 名 称 等  

名 称 ： 小 規 模 河 川 改 修 工 事 に 伴 う 調 査 設 計 業 務 委 託  

時 期 ： 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ～ ○ ○ 月  

場 所 ： 一 級 河 川 ○ ○ 川  ○ ○ 県 ○ ○ 町 ○ ○  

２ ． 業 務 の 概 要 と 私 の 役 割  

 河 床 掘 削 を 主 体 と し た 河 川 改 修 に 伴 う 護 岸 安 定 の た

め 、 深 層 混 合 処 理 工 法 に よ り 軟 弱 高 有 機 質 土 層 を 改 良

し た に も か か わ ら ず 、 施 工 中 に 崩 壊 を 生 じ た 箇 所 が あ

っ た 。  

私 は 管 理 技 術 者 と し て 、 業 務 全 体 の 管 理 と 崩 壊 原 因

調 査 の 立 案 、 各 種 解 析 検 討 、 崩 壊 復 旧 対 策 お よ び 今 後

の 崩 壊 防 止 対 策 の 立 案 を 担 当 し た 。  

３ ． 私 が 担 当 し た 部 分 の 内 容 と 技 術 的 特 徴 ・ 課 題  

 調 査 地 は 高 有 機 質 土 を 主 体 と し た 軟 弱 沖 積 層 が 分 布

す る 典 型 的 な 溺 れ 谷 で あ る 。  

地 質 調 査 の 結 果 、 深 層 混 合 処 理 の 改 良 杭 が な ぎ 倒 さ

れ る よ う に 破 壊 を 生 じ て い る こ と 、 河 床 部 の Ａ ｐ 層 が

著 し い 強 度 低 下 を 生 じ て い る こ と が 判 明 し た 。  

 ま た 、 調 査 前 に 改 良 杭 の 既 往 チ ェ ッ ク ボ ー リ ン グ 試

料 を 観 察 し た と こ ろ 、 Ａ ｐ 層 改 良 部 分 は 強 度 が 著 し く

不 足 し て い る ば か り か 、 ま る で 未 改 良 の よ う に 見 え 、

発 注 者 ・ 施 工 者 と も 首 を ひ ね っ て い た 。  

平 成 1 4 年 度 の 合 格 論 文 を 、 平 成 1 8 年 度 ま で の Ａ ４ サ イ ズ

6 0 0 字 詰 答 案 用 紙 に 落 と し た も の で す 。 当 時 は 4 0 0 0 字 だ っ

た こ と な ど に よ り 、 ６ 枚 で は 収 ま っ て い ま せ ん 。  
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図 － １  崩 壊 箇 所 の 模 式 断 面 図  

４ ． 私 自 身 が 創 意 ･ 工 夫 し た 点 と そ の 成 果 お よ び 理 由  

（ １ ） フ ミ ン 酸 に よ る セ メ ン ト 水 和 反 応 阻 害 の 究 明  

改 良 杭 の チ ェ ッ ク ボ ー リ ン グ 試 料 観 察 結 果 か ら 、 単

な る 施 工 不 良 や 添 加 量 不 足 で は な く 、 顕 著 な セ メ ン ト

水 和 反 応 阻 害 が あ っ た こ と を 察 知 し 、 有 機 物 組 成 に 原

因 が あ る こ と を 予 見 し た 。  

そ こ で 、 通 常 の 軟 弱 地 盤 調 査 に 加 え て 高 有 機 質 土 の

有 機 物 組 成 分 析 を 提 案 ・ 実 施 し た と こ ろ 、 木 質 部 起 源

の 有 機 物 で 、 セ メ ン ト 水 和 反 応 を 阻 害 す る 性 質 が あ る

フ ミ ン 酸 が 、 崩 壊 箇 所 付 近 で 局 所 的 に 多 く 含 ま れ て お

り 、 こ れ が 改 良 杭 強 度 不 足 の 主 原 因 で あ る こ と を 突 き

止 め た 。  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字

さ ら に 、 室 内 力 学 試 験 に よ り 、 河 床 部 掘 削 に 伴 い 受

働 側 の Ａ ｐ 層 で 応 力 開 放 に よ る 著 し い 強 度 低 下 が あ っ

た こ と を 把 握 し 、 改 良 杭 強 度 不 足 と 受 働 側 Ａ ｐ 層 の 強

度 低 下 に よ り 、 改 良 杭 が 曲 げ 破 壊 を 生 じ た も の と 判 断

し た 。  

以 上 の 検 討 結 果 に 基 づ き 、 復 旧 工 法 と し て 、 河 床 お

よ び 堤 防 法 面 下 部 の 受 働 側 Ａ ｐ 層 を 改 良 す る 浅 層 混 合

処 理 工 法 を 提 案 し た 。 ま た 今 後 の 事 業 継 続 に 際 し 、 改

良 杭 の 連 結 打 設 、 Ａ ｐ 層 の 有 機 物 組 成 調 査 と 改 良 材 選

定 も 含 め た き め 細 か い 設 計 見 直 し 検 討 、 お よ び 後 述 の

微 地 形 解 析 の 実 施 を 提 案 し た 。  

（ ２ ） 空 中 写 真 に よ る 微 地 形 解 析 の 導 入  

フ ミ ン 酸 の 局 所 的 濃 集 の 原 因 を 探 る た め 、 空 中 写 真

に よ る 調 査 地 付 近 の 微 地 形 解 析 を 行 っ た と こ ろ 、 旧 河

道 跡 が い く つ か 認 め ら れ 、 フ ミ ン 酸 濃 集 箇 所 付 近 で 現

流 路 と 交 差 し て い た 。 こ の こ と か ら 、 河 道 跡 が 埋 積 さ

れ る 過 程 で 、 水 流 の 影 響 等 に よ り 木 片 な ど の 木 質 部 が

選 別 ・ 集 積 さ れ た こ と が フ ミ ン 酸 濃 集 の 要 因 と 推 定 し

た 。  

こ の 成 果 を も と に 、 微 地 形 解 析 に よ り 旧 河 道 を 把 握

し て 、 フ ミ ン 酸 濃 集 を 予 見 し つ つ 事 業 を 継 続 し て い く

こ と を 提 案 し た 。  

そ の 後 、 こ の 方 法 で い く つ か の 河 道 跡 が 抽 出 さ れ 、

う ち ２ 箇 所 で フ ミ ン 酸 濃 集 地 点 が 発 見 さ れ た 。 こ れ に

対 応 し て 改 良 材 や 添 加 量 の 見 直 し 検 討 な ど が 行 わ れ 、
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平 成 1 1 年 ま で に 当 該 事 業 は 無 事 完 了 し た 。  

５ ． 現 時 点 で の 技 術 水 準 か ら み た 評 価 と 将 来 展 望  

有 機 物 組 成 に 原 因 が あ る こ と を 調 査 計 画 段 階 で 察 知

し 、 た だ ち に 適 切 な 調 査 を 提 案 ・ 実 施 し た こ と が 、 最

小 コ ス ト ・ 最 短 時 間 で の 原 因 究 明 に つ な が り 、 施 工 中

の 崩 壊 で あ っ た に も か か わ ら ず 、 施 工 工 程 へ の 影 響 を

最 小 限 に と ど め る こ と が で き た と 考 え て い る 。  

当 時 は ま だ 報 告 事 例 が 少 な か っ た 特 定 有 機 物 の セ メ

ン ト 水 和 反 応 阻 害 が 原 因 で あ る こ と を い ち 早 く 察 知 で

き た の は 、 日 頃 か ら 各 種 文 献 に 目 を 通 し て い た お か げ

で あ る 。 こ の 経 験 か ら 、 文 献 雑 誌 や 講 習 会 等 を 通 じ た

常 日 頃 か ら の 専 門 的 知 見 収 集 の 重 要 性 を 痛 感 し 、 労 を

惜 し ま ず 技 術 力 の 維 持 ・ 向 上 に 努 め る よ う 心 が け て い

る 。  

現 在 で は 、 同 様 の 報 告 事 例 も 多 く な り 、 こ れ に 対 応

し た 改 良 材 も 増 え て い る 。 改 良 材 選 定 も 、 改 良 対 象 土

の 腐 食 酸 量 な ど や 改 良 材 の C a Ｏ 含 有 率 ・ Ｓ O 3 含 有

率 ・ Ｓ Ａ Ｃ 含 有 率 ・ セ メ ン ト 係 数 な ど 、 さ ま ざ ま な 指

標 を 使 っ て 配 合 試 験 前 の 段 階 で 効 率 的 に 行 え る よ う に

な っ て い る 。 こ う し た こ と か ら 、 今 後 同 様 の 事 例 に 遭

遇 し た 場 合 、 よ り 効 率 的 に 高 度 な 調 査 設 計 を 行 う こ と

が で き る と 思 わ れ る の で 、 機 会 が あ れ ば 今 回 の 経 験 を

生 か し た い と 思 っ て い る 。  

― 以 上 ―  
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経 験 業 務 ２ ： 公 有 水 面 埋 立 工 事 に 伴 う 軟 弱 地 盤 調 査  

１ ． 業 務 の 名 称 等  

名 称 ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 埋 立 工 事 土 質 調 査  

時 期 ： 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ～ ○ ○ 月  

場 所 ： ○ ○ 港  ○ ○ 県 ○ ○ 町 ○ ○ 地 先  

２ ． 業 務 の 概 要 と 私 の 役 割  

 本 業 務 は 、 公 有 水 面 埋 立 工 事 に 伴 う 軟 弱 海 底 地 盤 調

査 で あ り 、 海 上 ボ ー リ ン グ ・ ヘ ド ロ 厚 調 査 ・ 室 内 土 質

試 験 お よ び 地 質 総 合 解 析 ・ 軟 弱 地 盤 解 析 か ら 成 る 。  

私 は 主 任 技 術 者 と し て 、 業 務 全 体 の 管 理 と 地 質 総 合

解 析 ・ 軟 弱 地 盤 解 析 を 担 当 し た 。  

３ ． 私 が 担 当 し た 部 分 の 内 容 と 技 術 的 特 徴 ・ 課 題  

 沖 積 上 部 層 は Ｎ 値 ０ ～ ２ 回 、 q u ≦ 4 0 k N ／ ㎡ の 軟 弱

粘 性 土 で 、 層 厚 約 1 0 ｍ を 有 す る 。 ま た 、 海 底 表 層 に

は 約 １ ｍ の 層 厚 で ヘ ド ロ と 称 さ れ る 超 軟 泥 が 堆 積 し て

い る 。 同 様 の ヘ ド ロ が 見 ら れ た 近 隣 埋 立 地 で は 、 埋 立

土 量 が 見 込 み を ２ 割 以 上 上 回 り 、 発 注 者 に は ヘ ド ロ へ

の め り 込 み が 原 因 と い う 思 い が あ っ た 。 さ ら に 埋 立 に

伴 っ て ヘ ド ロ が 盛 り 上 が り 、 供 用 開 始 後 も 沈 下 に 悩 ま

さ れ て い た 。 本 埋 立 地 で も 同 様 の こ と が 懸 念 さ れ た た

め 、 ヘ ド ロ の 特 性 把 握 と 埋 立 に 伴 う 挙 動 予 測 が 課 題 で

あ る と 考 え た 。  

４ ． 私 自 身 が 創 意 ･ 工 夫 し た 点 と そ の 成 果 お よ び 理 由  

ヘ ド ロ は 浮 遊 ヘ ド ロ と 定 着 ヘ ド ロ に 分 類 さ れ 、 報 告

事 例 に よ れ ば 、 支 持 力 は 浮 遊 ヘ ド ロ 底 面 で １ k N ／ ㎡ 、
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定 着 ヘ ド ロ の 底 面 で 1 7 k N ／ ㎡ 程 度 で あ る 。  

そ こ で 、 底 面 応 力 を １ k N ／ ㎡ と 1 7 k N ／ ㎡ に な る よ

う に 調 整 し た 載 荷 板 の 静 的 貫 入 量 を 測 定 し て ヘ ド ロ 厚

さ を 調 査 す る と と も に 、 定 着 ヘ ド ロ お よ び そ の 下 位 の

粘 性 土 の 不 撹 乱 試 料 を 採 取 し 、 物 理 試 験 お よ び 力 学 試

験 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、 圧 縮 指 数 は 粘 性 土 ・ 定 着 ヘ ド ロ と も 0 . 3

～ 0 . 5 で あ ま り 差 が な い 一 方 、 間 隙 比 は 深 度 が 浅 く な

る に 従 っ て 指 数 関 数 的 に 大 き く な り 、 粘 性 土 で 1 . 5 前

後 で あ っ た も の が 定 着 ヘ ド ロ で は 2 . 0 ～ 5 . 0 に 至 る こ

と が 判 明 し た 。 図 － １ に ｅ ～  l o g ｐ 曲 線 模 式 図 と し て

示 す 。  

 

 

図 － １  

ヘ ド ロ と 粘 性 土 の  

ｅ ～ l o g ｐ 曲 線 模 式 図  

 

 こ の 調 査 結 果 を も と に 沈 下 解 析 を 行 っ た と こ ろ 、 ヘ

ド ロ だ け で 5 0 ～ 6 0 c m の 沈 下 が 見 込 ま れ 、 ヘ ド ロ 分 を

考 慮 し な い 場 合 に 比 べ 約 3 0 c m の 沈 下 量 増 加 と な っ た 。

こ れ は 全 沈 下 量 の 約 2 0 ％ に あ た る 。 こ の こ と と 、 沖

積 粘 性 土 の 過 圧 密 領 域 に お け る 沈 下 量 を 見 込 ん で い な

か っ た こ と が 、 隣 接 埋 立 地 で の 土 量 増 大 の 原 因 と 判 断

さ れ た 。  

ｅ  

l o g

定 着 ヘ ド

粘 性
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 以 上 の 調 査 解 析 結 果 に 基 づ い て 沈 下 量 を 算 定 し 埋 立

土 量 を 決 定 す る と と も に 、 浮 桟 橋 工 法 に よ り 厚 さ １ ｍ

（ 定 着 ヘ ド ロ の 支 持 力 よ り 決 定 ） で 均 等 に 盛 土 を 行 う

こ と と し た 。 本 工 事 は 現 在 陸 上 盛 土 中 で あ る が 、 ヘ ド

ロ 盛 り 上 が り も な く 、 土 量 も ほ ぼ 予 測 通 り と な る 見 込

み で あ る 。  

５ ． 現 時 点 で の 技 術 水 準 か ら み た 評 価 と 将 来 展 望  

ヘ ド ロ 層 に 着 目 し た こ と で 、 隣 接 埋 立 地 で 発 生 し た

問 題 の 多 く が 解 消 で き た 。  

 近 隣 埋 立 地 は 盛 り 上 が っ た ヘ ド ロ が 塑 性 化 し 、 陸 上

構 造 物 施 工 に 伴 う 変 形 や 二 次 圧 密 に 現 在 も 悩 ま さ れ て

い る 。 本 埋 立 地 で は こ の よ う な 問 題 は ほ と ん ど 発 生 し

な い と 期 待 さ れ 、 こ の 点 で 、 本 調 査 は ラ イ フ サ イ ク ル

コ ス ト の 縮 減 に も 少 な か ら ず 寄 与 で き た も の と 考 え て

い る 。  

ご く 浅 い 深 度 の ヘ ド ロ や 超 軟 弱 粘 性 土 の せ ん 断 ・ 圧

密 挙 動 に つ い て は 、 ま だ ま だ 研 究 の 余 地 が あ る と 思 わ

れ る の で 、 今 後 も 機 会 を と ら え て 探 求 し て 行 く 所 存 で

あ る 。  

― 以 上 ―  

 


